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A performer’s analysis of Antonio Soler’s keyboard sonata R.15: 
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3. 《ソナタ第 15 番》第 1部の考察 
 
 実際にどのように動機が反復されているのか、《ソナタ第 15番》の第 1部を冒頭部分、
調移行部、属調部分と 3 つの部分にわけて見ていきたい。 
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 冒頭から、3 小節の動機 a と 4 小節の動機 b が、ひとつの楽節を作り、その楽節が 2 段
目で反復されている。この楽節は 3小節＋4小節で 7 小節である。第 15 小節以降は、単旋
律動機 c が上声下声で 1 小節ずれて反復されている。c の反復は 5 小節の楽節と数えるこ
とができる。その先は動機 d の反復による楽節で、8小節の楽節である。 
 ここまでを冒頭部分とするが、始まりに 3＋4 の 7 小節が示され、7 小節が反復されたの
ち、5 小節楽節、次に 8 小節と、違う小節数の楽節が次々に提示されていることがわかる。
私たちは、通常いくつかの小節をひとつの単位として捉え音楽を聞いている。それらは原
則として、重心のある小節とない小節が組み合わされるため、2 小節、4小節、8小節など





 さらに和声的な観点から冒頭部分を見てみたい。動機 aは第 15 番 d moll の主音の、4 オ





いっそうの緊張を作りだしていると言えるのではないだろうか。動機 d による 8小節の楽
節は、ようやく現れた偶数小節の楽節だが、和声に注目すると少し違ったふうに見ること
ができる。動機 d は動機 c の反復を引き継ぎ d moll の属九から始まるが、第 23 小節目で
は属九の第七音を半音下げて h mollの属和音へと変化している。するとこの 8 小節の楽節
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 このソナタは手の交差を伴った、大変アクロバティックな調移行部を持つ。まず h moll
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